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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年６月期第２四半期 3,185 27.1 473 63.2 486 64.0 235 8.9

2021年６月期第２四半期 2,506 △24.9 290 △43.8 296 △43.1 216 △35.1

（注）包括利益 2022年６月期第２四半期 234百万円 （△6.5％） 2021年６月期第２四半期 250百万円 （△19.9％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年６月期第２四半期 41.66 －

2021年６月期第２四半期 38.25 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年６月期第２四半期 6,688 5,368 80.3

2021年６月期 6,766 5,275 78.0

（参考）自己資本 2022年６月期第２四半期 5,368百万円 2021年６月期 5,275百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年６月期 － 0.00 － 25.00 25.00

2022年６月期 － 0.00

2022年６月期（予
想）

－ 20.00 20.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,881 7.0 800 19.6 806 16.0 486 △5.3 85.87

１．2022年６月期第２四半期の連結業績（2021年７月１日～2021年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年６月期の連結業績予想（2021年７月１日～2022年６月30日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年６月期２Ｑ 6,140,850株 2021年６月期 6,140,850株

②  期末自己株式数 2022年６月期２Ｑ 481,003株 2021年６月期 481,003株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年６月期２Ｑ 5,659,847株 2021年６月期２Ｑ 5,659,847株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料Ｐ．８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事

項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種が順調に進むとと

もに、夏以降は新規感染者数も急速に減少して落ち着いた状況が続いたため、一部で景況感の先行きに明るさが見

え始めました。一方でデルタ株に加えオミクロン株の出現で感染の再拡大が懸念されるなど、景気の先行きは依然

として不透明な状況で推移しました。

当社グループの主要マーケットである焼肉業界におきましても、緊急事態宣言やまん延防止等重点措置が再発令

された８月をピークとする第５波では時短営業や臨時休業に追い込まれ、大変厳しい状況が続きました。また、第

５波が落ち着いた秋以降は時短営業等の規制も緩和され一定の落ち着きを取り戻したものの、客足は依然としてコ

ロナ禍以前の水準には戻っておらず、依然として厳しい状況が続いております。

このような状況下で当社グループは、焼肉店以外の飲食店様に対して焼肉店への業態変更を促進してまいりまし

た。また既存焼肉店に対しては店舗の改装や改築に伴う無煙ロースターの入れ替えのみならず、内装工事や空調工

事、及びダクト清掃等のメンテナンス受注などトータルの受注に努めてまいりました。

その結果、当第２四半期連結累計期間は新型コロナウイルス感染症の感染拡大も９月以降落ち着き、店舗改装な

どの受注が増加したことから売上高は3,185百万円（前年同期比27.1％増）、営業利益は473百万円（前年同期比

63.2％増）、経常利益は486百万円(前年同期比64.0％増）となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益につ

いては、当第２四半期連結累計期間において発生したシートキー操作基盤の不具合に係る対策費用として特別損失

にリコール関連損失41百万円の計上を行ったものの235百万円（前年同期比8.9％増）と増益となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ77百万円減少し6,688百万円となり

ました。主な要因は、原材料及び貯蔵品の増加112百万円、新名古屋工場建設に伴う建設仮勘定の増加660百万円な

どがあったものの、現金及び預金が593百万円減少、受取手形及び売掛金が193百万円減少、仕掛品が19百万円減少

したことなどによるものであります。

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ170百万円減少し1,320百万円とな

りました。主な要因は、買掛金が36百万円減少、賞与引当金が26百万円減少、長期借入金が30百万円減少、役員

退職慰労引当金が83百万円減少したことなどによるものであります。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ92百万円増加し5,368百万円とな

りました。主な要因は、剰余金の配当141百万円があったものの、親会社株主に帰属する四半期純利益235百万円の

計上などによるものであります。

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ

473百万円減少し1,931百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動による資金は251百万円の増加（前年同期は287百万円の増加）となりました。これは棚卸資産の増加88

百万円、役員退職慰労金の支払204百万円、法人税等の支払135百万円などがあったものの、税金等調整前四半期純

利益367百万円の計上、売上債権の減少275百万円などによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動による資金は544百万円の減少（前年同期は174百万円の増加）となりました。これは定期預金の純減少

額119百万円などがあったものの、新名古屋工場建設などに伴う有形固定資産の取得による支出667百万円があった

ことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動による資金は183百万円の減少（前年同期は173百万円の減少）となりました。これは、配当金の支払

141百万円、長期借入金の返済による支出30百万円などによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2020年８月５日の「2020年６月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」で公表いたしました通期の業績予想に変更

はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年６月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,989,631 2,396,560

受取手形及び売掛金 813,681 620,629

商品及び製品 86,465 85,008

仕掛品 69,306 49,614

原材料及び貯蔵品 282,932 395,169

その他 63,034 49,852

貸倒引当金 △648 △401

流動資産合計 4,304,403 3,596,433

固定資産

有形固定資産

土地 1,482,891 1,482,891

建設仮勘定 30,178 691,003

その他（純額） 441,478 421,447

有形固定資産合計 1,954,548 2,595,343

無形固定資産 40,106 34,205

投資その他の資産

投資有価証券 342,085 333,463

その他 144,280 148,397

貸倒引当金 △19,068 △19,068

投資その他の資産合計 467,297 462,792

固定資産合計 2,461,952 3,092,341

資産合計 6,766,355 6,688,774

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年６月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 157,260 120,470

短期借入金 20,000 20,000

１年内返済予定の長期借入金 61,218 61,232

未払法人税等 147,032 143,369

賞与引当金 26,200 －

役員賞与引当金 30,000 7,800

その他 604,291 637,198

流動負債合計 1,046,003 990,071

固定負債

長期借入金 173,656 143,080

役員退職慰労引当金 124,544 41,371

退職給付に係る負債 96,788 107,489

その他 50,077 38,651

固定負債合計 445,066 330,593

負債合計 1,491,070 1,320,664

純資産の部

株主資本

資本金 639,307 639,307

資本剰余金 595,887 595,887

利益剰余金 4,017,694 4,112,002

自己株式 △188,375 △188,375

株主資本合計 5,064,514 5,158,822

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 198,038 192,080

為替換算調整勘定 12,732 17,207

その他の包括利益累計額合計 210,771 209,288

純資産合計 5,275,285 5,368,110

負債純資産合計 6,766,355 6,688,774

- 4 -

シンポ株式会社(5903)　2022年6月期　第2四半期決算短信（連結）



（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年７月１日
　至　2020年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年７月１日

　至　2021年12月31日)

売上高 2,506,667 3,185,899

売上原価 1,531,359 2,006,626

売上総利益 975,307 1,179,273

販売費及び一般管理費 685,002 705,509

営業利益 290,305 473,763

営業外収益

受取利息 179 109

受取配当金 1,576 2,186

受取賃貸料 3,506 3,385

為替差益 － 494

雇用調整助成金等 1,995 5,485

その他 575 2,256

営業外収益合計 7,833 13,918

営業外費用

支払利息 404 357

不動産賃貸費用 1,378 1,245

為替差損 28 －

営業外費用合計 1,811 1,602

経常利益 296,327 486,079

特別利益

投資有価証券売却益 14,440 －

関係会社株式売却益 44,890 －

新株予約権戻入益 700 －

保険解約返戻金 － 42,118

特別利益合計 60,030 42,118

特別損失

投資有価証券売却損 15,100 －

固定資産除却損 2 385

役員退職慰労金 － 118,685

リコール関連損失 － 41,435

特別損失合計 15,102 160,505

税金等調整前四半期純利益 341,255 367,692

法人税等 124,742 131,888

四半期純利益 216,513 235,804

親会社株主に帰属する四半期純利益 216,513 235,804

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年７月１日
　至　2020年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年７月１日

　至　2021年12月31日)

四半期純利益 216,513 235,804

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 33,388 △5,957

為替換算調整勘定 746 4,474

その他の包括利益合計 34,135 △1,482

四半期包括利益 250,648 234,321

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 250,648 234,321

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年７月１日
　至　2020年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年７月１日

　至　2021年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 341,255 367,692

減価償却費 33,811 31,706

貸倒引当金の増減額（△は減少） 148 △247

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,800 △26,200

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △17,160 △22,200

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4,800 2,730

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 6,365 10,700

受取利息及び受取配当金 △1,756 △2,296

支払利息 404 357

雇用調整助成金等 － △5,485

為替差損益（△は益） △41 －

関係会社株式売却損益（△は益） △44,890 －

新株予約権戻入益 △700 －

保険解約返戻金 － △42,118

投資有価証券売却損益（△は益） 660 －

固定資産除却損 2 385

役員退職慰労金 － 118,685

リコール関連損失 － 41,435

売上債権の増減額（△は増加） △200,874 275,721

棚卸資産の増減額（△は増加） 103,787 △88,025

仕入債務の増減額（△は減少） 65,404 △37,752

未払消費税等の増減額（△は減少） △13,617 △18,115

その他 129,567 △64,074

小計 408,967 542,898

利息及び配当金の受取額 1,756 2,296

利息の支払額 △404 △357

雇用調整助成金等の受取額 － 5,485

保険解約返戻金の受取額 － 42,118

役員退職慰労金の支払額 － △204,588

法人税等の支払額 △123,211 △135,880

営業活動によるキャッシュ・フロー 287,107 251,971

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △392,153 △431,619

定期預金の払戻による収入 512,151 551,617

有形固定資産の取得による支出 △38,818 △667,343

貸付金の回収による収入 600 －

投資有価証券の売却による収入 52,820 －

関係会社株式の売却による収入 37,357 －

保険積立金の払戻による収入 67 98

その他 2,585 2,278

投資活動によるキャッシュ・フロー 174,609 △544,967

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 120,000 120,000

短期借入金の返済による支出 △120,000 △120,000

長期借入金の返済による支出 △30,605 △30,601

リース債務の返済による支出 △12,392 △10,854

配当金の支払額 △130,673 △141,553

財務活動によるキャッシュ・フロー △173,671 △183,009

現金及び現金同等物に係る換算差額 △587 2,932

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 287,457 △473,073

現金及び現金同等物の期首残高 2,095,791 2,404,307

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,383,249 1,931,234

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　これにより、有償支給取引について、従前は有償支給した支給品の消滅を認識しておりましたが、支給先から加

工品を買い戻す義務を負っていることから、当該支給品の消滅を認識しない方法に変更しております。なお、支給

先に残存する支給品の期末棚卸高相当額について、「有償支給取引に係る負債」を認識し、流動負債の「その他」

に含めております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　これによる当第２四半期連結累計期間の損益及び期首利益剰余金に与える影響はありません。

　この結果、従前の会計処理と比較して、当第２四半期連結累計期間の「原材料及び貯蔵品」と流動負債の「その

他」がそれぞれ21百万円増加しております。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、これによる四半期連結財務諸表

に与える影響はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り）

　前連結会計年度の有価証券報告書に記載した、新型コロナウイルス感染症の影響の収束時期等を含む仮定及び会

計上の見積りについて、重要な変更はありません。

（賞与支給対象期間の変更）

　当社は、当第２四半期連結会計期間において給与規程の改訂を行い、賞与支給対象期間を夏季賞与については支

給前年の11月１日から支給当年の４月30日を支給当年の１月１日から６月30日に、冬季賞与については支給当年の

５月１日から10月31日を支給当年の７月１日から12月31日にそれぞれ変更しております。

　この変更による移行措置に伴い、2021年冬季賞与に係る賞与支給対象期間であった2021年５月１日から６月30日

に係る賞与支給見込額として前連結会計年度末において計上した賞与引当金26,200千円を、当第２四半期連結会計

期間において戻し入れております。

　この結果として、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ

26,200千円増加しております。
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